
～伴走支援事業所のその後の取り組み～

介護職場における生産性向上は、職場全体で業務の改善活動に取り組み、介護業務の負担軽減や間接

業務を効率化することにより、限られた時間を有効に活用し、利用者に対して質の高い充実した介護

サービスを提供することにより「介護の価値」を高め、職員の働きがいを生み出す取り組みです。

効果的な取り組みとするためには、職場内での合意形成と一過性ではなく、継続した取り組みとす

ることが重要となります。

本セミナーではより働きやすい介護職場環境となるための改善活動のすすめ方や、具体的な事例を

もとに皆様が取り組みをすすめるために役立つ情報等をお伝えします。

実施方法 動画配信（80分程度）
配信開始予定日：令和7年6月27日

対 象 広島県内の介護施設・事業所

                  の施設長、事務長
現場ミドルリーダー等

内 容
（１）講演

「介護事業所の生産性を高めるための伴走支援とは」

（２）実践事例発表
「伴走支援後の自走した取り組み」

      特別養護老人ホーム博愛苑（鳥取県米子市）

鎌田 大啓氏
株式会社TRAPE 代表取締役

厚生労働省の各種委員として国の制度

づくりに深く関与し、介護職場の生産性

や働きがいの向上、介護テクノロジーの

導入に関して豊富な実績を有している。

※株式会社TRAPEは本事業のアドバイ

ザーとして伴走支援を実施。

問い合わせ （社福）広島県社会福祉協議会 福祉人材課
介護職場サポートセンターひろしま（通称：介サポひろしま）
TEL：082-207-2423 FAX：082-256-2228

参加申込 QRコードからお申込みください

※申込期限：2025.6.30

参 加 費 無料

講師紹介

※本セミナーは令和7年度テクノロジー

定着支援補助金の申請要件の該当セミ
ナーとなります。
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